












学 位 の 種 類







学 位 論 文 題 目
論 文 審 査 委 員
近世都市 における住民結 合 と序列意識 に関す る研究
(主 査)













論 文 内 容 の 要 旨
序 章
日本近世 にお ける被支配身分 の社会 は、主要 には町方(ま ちかた)と 在方(ざ いかた)と い
う二っ の空 間か らな っていた。 町方 とは主 として城下町 における町奉行(ま ちぶ ぎょう)支 配
地 の ことであ り、城下 町の他 の空間(=身 分)的 要素であ る城郭 ・武家地 ・寺社地 とは明確 に
区別 され ていた。 町方 は、 町人身分 の共 同体で ある町(ち ょう)に よ って構成 されていた。 町
は町方社 会 におけ る最 も基本 的な地縁的住民結合で ある。一方、在方 とは代官 ・郡奉行支配地
の ことで ある。在方 には百姓身分 の共同体で ある村が多数存在 した。 しか し、社会 の実態 とし
て は、在 方 に も都市的 な場 は多数点在 した。それを本論文 では在方町(ざ たいか たまち)と 呼
んでい る。
本論文 の第一 の課題(第1部)は 、近世都市 の住民結合 について、従来具体的分析 の乏 しか っ
た在方 町や各地 の城下町 を事例 として分析す ることによ り、在方町 の住民結合 の独 自の歴史的
位 置を明 らか にす る こと、 また、城下町 にお ける住民結合 の地域的特質 と普遍的性格を明示す
る ことで ある。第二 の課題(第2部 ・第3部)は 、以上 の住民結合 につ いて の認識 を基盤 と し
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て、近 世社会 を貫 く都市 一農村 の序列意識 の存在 を明 らか にす ることであ る。
第1部 近世都市の住民 結 合
1980年 代以後、近世都市 社会 にお ける最 も基礎的 な団体が町(ち ょう)で あ るとい うこ とは
共通 の認識 にな った とい って よい。 しか し、 実証 を伴 って論 じ られて いた の は もっぱ ら三 都
(江戸 ・京都 ・大坂)の よ うな巨大都市 にお いてのみであ る。 日本列 島 に数 多 く存在 す る城 下
町、 また町方 として制度 的 に位 置づ け られる ことのなか った在方 町において どうであ ったのか、
とい う点 は未解 明の部分 が多 い。
また、 そ う した都市 的 な実 態 を持っ場 ない し社会 にお ける住民結 合の歴史 的位 置、 あ るい は
町方 におけ る住民結合 と在方 町 にお ける住民結合の相互 の関係 をどのように考えればよいのか、
とい う課題 もあ る。以上 の問題 を考察す るのが第一 部であ る。
第1章 「在方 町の住 民結合」 で は、宿駅で あ り地域の米穀流通 の結節点 で もあ った一 つの在
方町(武 州埼玉郡粕壁)を 事例 と して と りあげ、文 政期(1820年 代)に おけ る都市的住 民 結合
の顕在化 の過程を描 いた。粕 壁宿 にお いて は、名主 組(な ぬ しぐみ)と 「町(ち ょう)」 結合
とい う二 っの レベルの住民結 合が重層的 に存在 してい る。前者 は、2人 の世襲名主 を中核 ど し
た結合 であ り、 見川組 ・関根組 の二 っが存在 した。 これ は、本来 的には年貢納入 の組織であり、
名主 を標 的 と した村方 騒動 の場面 で は強固な存在 を示 す。一方後者 の 「町」結合 は、上宿 ・中
宿 ・新宿 ・三枚橋が あ り、 「四ケ町」 と称 され塵 。 これ らは、役負担 の組 織 と して の本 来 の性
格 に基 づ き、宿村財政の管理 ・運 用を行 うようにな る。 またそれ ばか りで な く、宿村役人の選
出にあた って それぞれ の 「町」結 合が名主 にたいす る主体性 と 「町」結合相互 の間での独 自性
を発揮 し?っ 機能 して い る。 この ような 「町」結合 の機能 は、在郷町 ・宿場町 と して諸営業 が
広 汎 に展 開す ることによ って、「町」結合相互 の間で利害の対立 が生 じて きた結果、「町」 ごと
の結 合が強 め られた ことに よると思 われ る。 その結合 のあ らわれ と して火祭 りや天王祭礼 が あ
り、 「町」 結合 は風俗統 制 に抗 しっっ祭 りを行 って いるのであ る。
第2章 「都市 的住民結 合の存立条件 」 は、第1章 で明 らかに した都市的住民結合顕在化 の社
会的背景 を、住民構成 の分 析 を軸 に探求 す る基礎構造 の分析で ある。粕壁宿 の戸 口規模 は、文
政元年(1818)で852戸 ・3,547人で あった。宿 内に は四っ の身分が あった。 「本百姓」 は伝馬 役
を負担 す る(=町 屋敷 を所有す る)百 姓身分、「地持」 は伝馬役 を負担 しな い(=田 畑 のみ所
持す る)百 姓身分、地借 は建物のみの所有者 で土地 を借 りて いる者、店借 は貸家居住者である。
住民構成 と して は以下 の四つ の階層 と して把握 で きる ことが明 らか にな った。① 最上層 は、身
分 的に は伝馬役負担 者 た る 「本百 姓 」、 経営 と して はおおむ ね20石 以上 の大規 模 土地 所 持者
(お そ らくは質地地主)で あ り、米穀商 ・元質屋 ・肥料商 ・酒造業 などを営 み、 また上 位 の貸
地 ・貸 家経営者で もある。 かっ、彼 らは男子 中心 の多人数の奉公人を雇用 している。②上層 は・
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5～20石 の 「本百姓」・「地持」 を中心 とした宿泊 ・飲 食業、荒物 ・米穀、生活必需品小売 に属
す る多様 な農 間余業従事者 である。奉公人雇傭で は特 に宿泊 ・飲食業 において女子中心 の不安
定 な比較 的多数 の雇傭 がみ られる。 また小規模の貸地 ・貸店経営者で ある者 もいる。③ 中層 と
して は、多様 な職種 に属 す る5石 未満 の 「地持」 と一部の地借層、 それに ごく一部 の店借層 が
ある。少数 の奉公人雇傭 が見 られるが幕末 に向か って衰退 してい く層 であ る。 ④下 層 と して、
宿内身分 と しては地借 ・店借、経営 としては小作人で極 く零細 な農間余業 や交通 労働 を伴 い、
激 しく転 入 ・転出 してい る者 たちが いる。
この ような階層構成 は、天 明期(1780年 代)形 成 されて きた と考え られ、大 まか な変 化 と し
て都市 的状況 の進展 が指摘 で きる。 そ うした動向 のなかで文政期 において は、住民諸階層 のな
かの③ 中層 は、天保期(1830年 代)よ り広範 にみ られた と推定 される。 これに加え、① 最上 層
の所持高 もさほど大 きくない ことが予想 され るので、文政期 とい う時代 は、前後 の時代 に比 べ
て相対的 に階層 間格差 が少 ない時期 だ ったので はないだ ろうか。「町」 結 合 の存 立論 理 か らす
れ ば、 このよ うな文政期 の住民構成状況 は前後 の時代 と比べれば 「町」結合により適合的であっ
た もの と思 われる。 なぜな らば、階層間格差が激 しくなれば宿全体 として階層対立が激 しくな
り、地縁 的な 「町」結合 は後景 に退 くことが予想 され るか らであ る。
第3章 「在方町 の惣 町的結合」 では、在方町内部の 「町」結合 が一っ の都市全体 として どの
よ うなま とま りを有 してい るのかを検討 した。素材 と して は、都市 的住民結合 の多様 な側面 の
うち、祭礼組織 と しての住民結合 を とりあげた。祭礼 は、 それを行 う社会集 団の秩序形成 ・維
持 に不可欠 の装置 と考 え られ るか らであ る。奥州郡山(現 福 島県郡 山市)は 文 政期 に は約600
戸 ・3,300人 とい う戸 口規模 を持 って いた。行政的 には上 町 ・下町 とい う二 っ の役 ・年 貢 負担
単 位か ら構成 されていたが、 その下 の位相 に上町 ・中町 ・下 町 とい う三っ の 「町」結合 が存在
した。「町」を単 位 に元〆 ・世話人 といった祭礼組織 の役職が存在 し、 「町」 ごとに祭礼 の実働
部隊で ある若者仲 間が組織 されていた。郡 山の鎮守祭礼 において は、「町」 ご とに競 い合 うよ
うに して 「太鼓 台」 とい う祭礼 の山車 を組 み立て、都市内を曳行 していた。 この ことは、 「町」
内部 の一体性 を高 め る機能 を第一義 的に持っ ので あろ う。 これ は、 同時に現象 的に は 「町」 同
士 の対抗性 を意味す るものであ る。 しか し、 それ は、「町」 の元〆 ・大世 話 人 間の横 の結 びっ
きや、領主 が 「惣 町若衆」 と表現す る横断的 な集団 に現われて いるよ うに、 「町」 相互(都 市
全体)の 統合性 を前提 と していた。 このよ うに住民結合の実 態 と して は、 「町 」 結合 の 自律 性
を基礎 としつつ、都市 の全体社会 が構成 されていた。 この ような実態 は、従来 の行政 システム
と適合 しな くな って いた。 そ こで、役 ・年貢負担単位 の上町 ・下町 とい う区分 を越 えた郡 山全
体 の町年寄 が設 置 された。町年寄 には 「町」 の元 〆層(=特 権的な有力な商人地主)か ら2名
任命 された。 っ ま り、町年寄 は水呑 ・店借層 も含 む 「町」 を基礎 と していたのである。 しか し、
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実際 に町年寄 に任命 され た者 が若者仲 間の頭 的存在 であ ったたあ、若者仲 間同士 の対抗意 識 を
一層高 あ
、祭礼 とい う非 日常 的時空 のなかで町年寄へ の打郷行為 に及ぶ こ ととな る。 っ ま り、
都市 の全体性 と 「町」 同士 の対抗性 の関係 が行政 システム上 は(領 主 との関係で は)破 綻を き
たす結果 に終 わ ることとな ったのであ る。 その後、 旧村役人層か ら町年 寄が選 ばれ たとい うこ
とは、「町」 を基礎 と した都市 の全体性 は町役人 レベルで は実現 しなか った と位置 付 け られ る
ことになろ う。
第3章 付論 で は、1～3章 の小括 を行 った。先行研究 の事例 も紹介 しつっ、在方 町(ざ いか
たまち)に お ける 「町(ち ょう)」 結合 の歴史的位 置 について述 べた。 三都 や城 下 町 の個別 の
町(ち ょう)と は異 な って、在方 町の 「町」結合 は、年貢 ・役の負担単位 で はな いことか ら幕
藩領主 の直接把握 す る ところで はなか った。 また、近世初期 に町人足役を媒 介 と して析 出 され
た町人身 分の共同体 としての町 とは異 な って、 中世 の町(ち ょう)の 再編成 で もな ければ、近
世権 力 によって創 出された もので もない。 にもかかわわ らず、三都 ・城下 町の町 に類似 した住
民結 合が検出で きるのであ る。 そ して、 この 「町」結 合 は近世の在方 町の社 会の なかで育 まれ
て きた、 いわば 自生的 な住民結合 である ことが重要で ある。 っ まり、都市 的な場 において住 民
が 自 ら創 りだ した共同組織 なのである。 したが って、名主の入札(選 挙)に 裏店層 が参加 して
い る例 があ るよ うに、町方 の町に比べ て在方町 の 「町」結合 は、階層 的に開かれた性格 を もつ
ことにな る。 もっとも、 「町」結合 は、都市の住民結合 としてはいまだ形 成期 で あ り、 未 熟 な
もの とい うこともで きる。 それ は、「町」の恒常 的な財政 が未確立で あ り、 独 自に文 書 を保 管
す るシステムを作 りあげて はいない ことに も表れて いる。「町」 は、地域 的 な差 に よ り、 摂 津
池田の ごと く支配単位 として確定 され るに至 る場合 もあれば、粕壁宿 のよ うに、訴願 や議定 の
主 体 と して機能す るに とどま る場合 もあ る。 しか しいずれ にせよ、在方町 内部 の社会 において
近世 を通 じてその機能 を高 めている ことはまちが いない。近代 にな ると、町方 の町 も支配単位
として の意味 を朱 う。 ここにおいて、町 も 「町」 も地縁的な生活組織 として同質 とな り、近世
以来 の伝統 的都市社会 のなかで、大 きく展開 して い くのであ る。 明治 ・大正期 におけ る都市 祭
礼 の盛大化 は、 その ことを端 的に示 している。工業化 ・産業化 に よる社会 的分業、地域 的分 業
の高度 な展 開に伴 って、 「町内(ま ちうち)社 会」 は急速 に社会全体 の なか に占め る領域 を狭
めてい くことにな るが、 その逆説的現象 として祭 礼空間のみの 「観念 的」 な 「町 内社会 」 は、
都市化 してい く社会 の人 的結合体 の一っ どして発 展 してい く。現代 の町内会 がその後喬 であ る
ことはい うまで もない。
第4章 「城下 町の住民結合」 は、町方 とい う法制上 で も都市 であ った場で の住民結合 が、在
方 町のそれ と比 して どのよ うな特質 を持 って いたか、あわせて、 町方 の住民結合 の地域 的特質
は何 か、 とい った点 を分析 した。仙台 の大町壱弐丁 目を事例 とした分析 の結果、以下 の四点 が
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判 明 した。① 町(ち ょう)の 役人 である検断 ・年行仕の下位 に 「町 内(ち ょうない)」 が重複
しつっ存在 す る。② 「町内」 は、近世 中期 において三都 を含 めた近世城下町 の町共同体 に普遍
的 な性格 を持 ってい る。③検 断 ・年行仕 は 「町内」か ら乖離 した存在 と しての性格を持っ。④
仙台 の仲 間組織 と検 断の関係 にっ いては、市商業段階を前提 とした仙台城下町形成期の都市政
策 によ り規定 されてい るのではないか。総 じて、 近世 中期 において は検断 ・年行仕の性格 に地
域性 あるいは初期 の枠組 みの残影が見 られ、 その下位 の レベルで は近世都市一 般 に見 られ る町
共 同体 とい う住民結合が展開 して いた といえ る。 つ まり、仙台 の場合 は支配単位 と しての町 そ
の ものが住民結合 とはいえないのであ るが、個別 町役人 の下位 の位相 には 「町内」 という住民
結 合が存在 していた。 このよ うな町の二 重構造 が、近世城下町 にお ける町のい くつかの タイプ
のなかで は、以下 のよ うに位置づ け られ る。例 えば、金沢 にお いて も、 町の下位 の位相 に十人
組 とい う団体が存在 し共同体 的機能 を担 っている とい う。金沢の町 は仙 台に類似 してい るとい
えよ う。一 方、大坂 の町 にお いて は初期 の開発者主導 の町が変質 し、17世 紀末 に町共 同体 主導
の町運営 が行われ るようにな って くるとい う。初期 には仙台の ように二重構造 であ った町 と住
民結合 が近世 中期 に一 致 して くるといえよ う。 また、京都 や久保 田(秋 田)に おいては、 町役
人 は町共 同体 の構成員 が輪番 で勤 めていた。 この場合 は町 と住民結合 が最初か ら一致 してい る
とい うことにな る。以上 のよ うに、住民結合 とい う視点 か ら、各地 の町 を類型 と して把握す る
ことがで きる可能性 も呈示 した。 さ らに在方町の住民統合 との比較 も行 った。仙台 にお ける地
縁的住民結合 は領主 が直接把握 して いないという点で、在方 町の住民結合 と共通す る点 もある。
しか し、享保期 にすで に、住民結合 と しての意志決定 の システムが確立 し、独 自の文書 の作成
と管理 も行 って いる とい う点で成熟 した住民結合 とい うことがで きる。 住民結 合その ものが支
配単位 の町で ある京都 ・大坂や久 保田(秋 田)に おいて は、領主が直接把握 しているがゆえに、
なお さ ら、団体 と して成熟 して いた。 このよ うに、城下町 にお ける町方 の町 と、在方 町 にお け
る 「町」 結合 には、 住民結合の団体 と しての成熟度 において差異があるということができよう。
第5章 「都市景観 と住民結 合」 は、 町方 における住民結合の特質 を探 る上 で、重要 な論点 の
一つ であ る景観 の問題を取 りあげた
。景観 をめ ぐって都市 住民結合 は どのよ うな動 向を示 すの
か。都市景観 は町方 であ ることを視覚的 に示す装置であ ったか ら、住民 の近世社会 におけ る序
列意識(後 述)に とって も、領主 の秩序維持 にと って も重要 な問題 であ った。住民 は町共 同体
の営業 ・生活空 間の確保 とその表現 として、 また商業特権 も含 めた町共 同体間 の序列 を明示 す
る意 味で も町並 み景観 を整 え る志 向性が ある。一方、権力 は領 国統治 の良好 さを表示 し、 あわ
せて藩主通行 の舞台装置 としての意味か ら、町並景観 を整 えよ うとす る。住民 も権力 もそれ ぞ
れ込 め る意味 は異 な って も、 その志向 は基本的 に合致 してお りそ こに都市景観が形成 ・維持 さ
れて いるのである。 そ して、 その前提 には、都市 と農村 にお ける景観上 の区別が あ った。 しか
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し、地域 の構造 や位相 に規定 されて藩権力 が恣意的 な景観政策を行な うとき、住民 との矛 盾 は
顕在化 し、 またその よ うな景観政策 は貫徹 しえないと推測 した。
以上 は い くつ かの城下町 の事例か ら抽 出され た結論であ るが、基本 的論理 は在 方町 にも妥当
す るもの と思 われ る。特 に、在方町が町 に昇格す る際の景観整 備 は特徴 的 といえ る。2部2章
で分析 した奥州郡 山で は文政7年(1824)の 町昇格 に際 して、都市 の南北端 に木戸 を建設 して
い る。 また、 越 中四方町で も元文4年(1739)に 「町並」 とい う格式 にな った際、他 国 商売 が
許可 され ると同時 に、町屋 を板葺 きにす る ことが命ぜ られてい る。周囲 の農村 との違 いを景観
で示 す ことを権力 が求 めた ことがわか る。在方町住民 自身 も、在方 町が持つ機能 や種 々の特権
とい う点 にお いて農 村 との差異性を明示す る手段の一 つ と して、都市 的な景観 を求 めた もの と
思 われ る。
第2部 近世都市 の序列意識
第2部 で は、従来 全 く未解明であ った城下 町一在方 町一村 とい う序列意識 の存在 を明 らか に
す ることを意図 した。 この ことは、近世 都市 が一 っの団体 としてどのよ うな 自己認 識 を持 ち、
その都市 が所属 す る地域社会 のなかで、 どの ような社会 的位置 を占めて いるのか とい う問題 で
もあ る。 あるい は、 相当規模の城下 町 にお いて は、都市 それ自体が一っの地域社会 と捉 え られ
るとすれば、 そ こでの住民結合の序列意 識 はどのよ うな もので あ ったのかを考察 した。
第1章 「在方 町の 『町」 呼称 の変化 にっいて」 は、在方町 の呼称変化 を全 国的 に概観 し、 呼
称 が 「町(ま ち)」 「宿(し ゅく)」 「村」 の間で変化す る ことが特殊例 と して片づ け られ るもの
なのか どうか、 さらに、 呼称 が変化 す るとい うことは当該の在方町や地域社会 に とって どの よ
うな意 味 を持 ったのか、 といった点 を予 備的に考察 した。 その結果、 第一 に、村 とい う呼称 よ
りも 「町」 とい う呼称 が、 より高 い価値 を持 っ と認識 されて いたことを明 らかに した。 第二 に
在方 の町 ・宿呼称 に は、大雑把 に言 って、公義、個別領主、地域社会 の三 っの レベルに分 けて
考え る必要が あ ることを示 した。第三 に、三っ の レベルの うち公儀 レベルの町呼称 につ いて全
国的 に 「町」「宿」 を軸 と した多数の呼称変更 が存在 す るとい うことを紹 介 した。 この作 業 に
よって、2章 ・3章 で検討 す る在方 町の町呼称問題 の個別事例 が、近世社会 における町 一村 関
係の価値意識 を考 え るための好個 の事例 であ ることが示 された。
第2章 「在方 町の 『町』 呼称 と地域社会」 は、在方町が地 域社会 に対 して、村 とは異 な った
特別 の存在 であ ることを認 め させよ うとする動向 を分析 した ものであ る。 ここでは、摂津 国守
口(東 海道宿駅)と い う在方 町が 「守 口町」 とい う呼称 を用 い ることに執着 している ことがわ
か り、近世社会 において在方 町が 「町(ま ち)」 とい う呼称 を持つ意味 の一側 面 を 明 らか に し
得 た。 それ は、 国家 的な公儀 の役 一 ここで は宿駅の人足役 一を負担 してお り、 そのため に地域
の水利普請 の うち国家 的編成 を受 けた部分の負担が免除されるということを象徴す る意味であっ
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た。 っ まり、 町呼称 は地域社会 のなかで当該 の在方町を差別化す る象徴 として機能 していたの
であ る。 そ う した意 味を持 つ呼称 が地域 に定着す るとい うことは、同時 に、地域社会 のなか に
公儀 が浸透 してい くことも示 しているので はなか ろうか。 中世以来 の水利組合の地域秩序 のな
か に宿駅 一助郷 とい う国家的 「地域」編成 が入 り込んでい くか らで ある。 その中核 はい うまで
もな く在方町(=宿 駅)で あ った。 しか し、在方町内部 においては 「地域」 の中核 としての機
能 を希求す る階層 と、地域 との共同 を志向す る階層 との間の矛盾 も存在 したので あ った。 「町
(ま ち)」 呼称 を持 つ ことのなか った大多数 の在方町 について も、地域社会 との関係で は同様 の
事態 が展開 した と考 え られる。 呼称 に注 目す ることによって在方町 と地域 との関係 が明瞭 に浮
か び上が ってきたわけである。 しか し、 この時期 に地域秩序 が一変 して しま うわ けで は もちろ
ん ない。交通 の局面以外 では、 自律的 な地域 の秩序 は一方 で厳然 として存在 した。 それ は在方
町 自身が地域 のなかで他村 とは区別 され る特別な中核 であ ると同時 に、地域 の他村 と対等 な一
員で もあ ったためで もある。対象 として いる地域 で は、享保8年(1723)8月 の米直段 の低 下
による百姓 の困窮 に対す る救済願 いが、六つの水利組 合(92力 村)か ら提出 されて いる。 これ
は守 口 も水利組合 の一員 として加わ って いる。 このよ うな広域訴願 はあ くまで も中世以来 の水
利組織 を基軸 と した地域結合 にi基づいて行なわれていたので ある。
第3章 「在方町 の 『町』昇格」で は、 一つの在方町 が呼称 の変更を求め る運動 を1部3章 で
取 り上 げた郡 山 を事例 に分析 した。具体 的 には 「郡 山宿」 をたん に 「郡山」 と したいとい うも
のであ るが、 それ は町年 寄を新設 し、名主 を町検断 に、長百姓を長町人 に名称変 更 し、 町屋 敷
所持者 の町人 身分呼称を許 可す るな ど、 い くっかの変化 を伴 い、「看板」 だ けの問題 に とど ま
らない。 しか し、町年寄の新設 に伴 い旧来の村役人 の職掌が変更 され ることは拒否 した。 した
が って、 制度的 に城下町 に近似す ることのみ に大 きな価値意識 を見 いだ して いることが知 られ
る。 それ は地域社 会内の他 の在方 町 との競合 関係、 あるいは在方 町を農村復興 政策 の財 源かっ
橋頭塗 に しようとす る藩政改革が背景 とな ってい る。1章 で提示 した全国的 に散 在す る二、 三
の事例 とあわせて考え ると、2・3章 を通 じて、都市 的な呼称が より上位の団体の呼称 であ る
との意識 が近世社会 には存在 した ことが窺 われる。
第4章 「城下 町 にお ける町の序列」 では、都市 自体 が一つの地 域社 会であ る大 藩の城下 町仙
台を素材 とす る。 そ こでの住 民結合 は藩主 との距離 によ って序列 化 され、 その序列 が都市社 会
が近世的 な意 味で維持 されてい くために不可欠 の もので あった ことが判 明 した。住民結合 内部
の秩序 の問題 とも連動 してい る。 ここでは、1か ら3章 でみた町一村 の価値序列 の頂点部分 の
問題 を扱 ってい ると位 置づけ ることがで きる。具体的 には以下 の ごと くであ る。仙 台に は24の
町(ち ょう)が 存在 し、大 町三 四五丁 目を頂点 とす る 「町列」 によ り序列化 されていた。大 町
大町壱弐丁 目年行仕米川家 は 「町列」が18番 目と下位で あったため、 「町列」 にお け る上 昇 を
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企 図 して手 をかえ品をかえ執拗 に検断肩書 き願 いを提出 していた。 この ことは、仙台 の町役人
に とって は、「町列」 のなか に自 らが どの位置を占めているのか ということが いかに重要であ っ
たか、 ということを示 している。 この ことを町共同体(こ こでは 「町内」=大 町壱 弐 丁 目中)
との関係 と して見 てみ ると次 のよ うに言 えるだ ろう。大 町壱弐丁 目中がその年行仕 を検断 よ り
も格下 であ ることを規定 してい るのは、町運営 において年行仕 を町 内の制約 の もとに置 こうと
してい るか らであ る。 したが って、米川家 が検断 にな ることは、町 内か らみれば、米川家 が町
内を上 か ら支配 す る根拠 とな る権威 を獲得す ることとな るわ けである。言 い換 えれば、米川家
が検 断肩書 を獲得 す ることは 「町列」 のなかでの上昇 を果たす と同時 に、町 内に対す る優位性
を獲得 す ることにな る、 と瀞 うことで ある。検断肩書 願い は認 め られなか った ものの、後者 の
側面 で は米川 の行動 を制約す る規定 を町内 に返却す ることに は成功 している。っ ま り、個別町
の役人 と町共 同体 の関係 では、町共同体の 自律性が弱化 し、個別町役人主導の町運営 の方向性
が強 ま って きてい るのではないか と考え られ る。 このよ うに、町役人 の序列の問題 は、町役人
と町共 同体 との関係 と密接 に関 わる ことが判明 した。
第5章 「城下 町久保 田の都市空間 と町の序列」 で は、秋 田藩 の城下町久保田を と りあげ、第
一 に、都市空間論 の観点 か ら、町人地内部 の空間的実態 の階層性 と商業特権のかかわ りを明 ら
か に した。 また第二 に、百姓 か ら町人への身分上昇 に都市 一農村間 の序列意識を見 た。仙台の
事例 は制度的 な序列 であ ったが、 ここで は社会的序列 を取 り上 げて いる。第一 の論点 につ いて
は、町人地 の中心部分 は一っ一っ の町屋敷 の規模 が大 きく均質で あ り、 しか も近世 を通 じて変
化 しない こと、 これは商業特権 の保持 とかかわ る現象 である こと、 また商業特権 の象徴 と して
二階屋 の町並み が求 め られ ていることを明 らかに した。 それに対 して周縁 の町々 は町屋敷規 模
が零細で不均質 であ り、低位 の商業特権 を保持 し、平屋(ひ らや)の 町並 みを持っ とい うこと
が予想 され、町人地全体 として社会的な空間序列 が存在す る ことを明 らか に した。 また、秋 田
藩 における百姓身分 か ら町人身分への変 化の事例 を素材 に、身分上昇の様相 を描 き、一人 の人
間 に即 して都市 一農村間 の価値序列の存 在を想定 した。
第3部 近世都市 の自己認識 と文書 「管理」
第3部 で は近世都市 の自己認識の現 れを文書 「管理」 の問題 をとお して見 た。 これ により今
まで に見 て きた序列意識 のなかでの 自己認識 を観察す る ことがで きた。
第1章 「近世都市 にお ける文書 『管理』儀礼 と由緒」で は、戦 国期城下町 の系譜 を引 く在 方
町三木(播 州)を 事例 に、「地子免許」 の 「町方」 とい う 「創 られ た伝統 」 の生 成 と再 編 にっ
いて述べ た。三木町 は在方町で ありなが ら城下町町人地 と同様の地子免許特権 を通 じて保持 し
続 けた。 そのために地子免許 の証拠 とな る秀吉高札 そのほかの文書 を保管す る 「宝蔵」 を17世
紀末 に建設 し、高札 ・文書の虫干 し行事 を東照宮 ・豊国祭礼 と して、 あ るい は地子免許特権 維
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持 の歴史 の記念行事 と して行 っていた。 さ らに、 「伝統」を記 録化 し、公儀 ・領 主 に 「馳走 」
の一環 と して秀吉高札 を見 せ るとい うこ とも19世紀初 めには行 っていた。 このよ うな行為 は、
周辺農村 や他 の在方 町 とは異 なる 「地子免許の町方」 とい う自己認識が顕在化す る ことと表裏
の関係 にな ってい る。 ここでは都市 の呼称 は問題 にな っていないが、本質 は第1～3章 と同 じ
で あろ う。
第2章 「近世都市 の存在証 明文書 『管理』で は、同 じ播州三木 を事例 に、 「創 られ た伝統 」
を維持 し、都市 のアイデ ンテイテイーを維持す るための行為 と して、文 書 「管理」 の問題を取
り上 げた。重層的構造 を持つ都市三木全体の文書 「管理」 システムの特 質 に、都市 一農 村間 の
序列意識 の現 れのひ とっ を見 よ うと した。三木 町 は町方十 力町、地方六 力町か らな って いた。
地子免許 は町方部分 だけで、地方 は一般の村 と同様 に年貢 を賦課 され、 庄屋 が 置 かれ て いた。
町方十 力町 は上五 力町 と下五 力町 という二っの組 合町に分かれ、組合町 には惣年寄、個 別の町
には町年寄 とい う町役人 がいた。 この章で は以上 のよ うな行政制度 に照応 した文書 「管 理」 の
構造、す なわち宝蔵保管文書、惣年寄引継惣 町文書、惣年寄引継五 ケ町文書、町年寄引継文書、
地方 町庄 屋引継文書 の構成を明 らかに した。 その結果、三木 町の文書 「管理」体系 は明 らか に
宝蔵 を中心 と した同心円構造を とってお り、最外縁部 の地方 町庄屋 引継文書 は宝蔵 か ら除外 さ
れてい るとす ら言 え ることが明 らかにな った。宝蔵文書 は、 地子免許維持 の証拠文書 に、地子
免許維持 の ための文書 「管理」儀礼(由 緒書 を含 む)の 中核 的文書 を追加 した もの で あ った。
惣年寄 の引継文書 は、惣町 レベルにせよ五 ケ町 レベルにせ よ、惣 町入用 を割賦 してい くための
帳簿 が量 的 には主体 であ った。 また、検地帳 に即 して述べれば、地子免許地 であ る十 ケ町の検
地帳 の正本 は、末尾 に地子免許文言 がある ことか ら、地子免許 の証拠文書 とな り、宝蔵 に保管
されていた。 この ことに より、 この検地帳 は、検地帳一般 の機能 を担 うとい うよ りも、都市三
木 の宝物 とな り、 「御免許帳」 という文書名称 が与 え られたので ある。 惣 年寄 の引継文 書 には
宝蔵保管 の検地 帳の拍 があ った。 また、個別町 レベルの町年寄 の手元 には、宝蔵保管検地帳 の
当該町 の分 の検地 帳が2冊 存在 し、1冊 は使用、1冊 は保管用であ り、検地帳一般の機能 を担 っ
ていた。地方 町庄屋 の検地 帳 は三木 町の地子免許 とは全 く無縁 の存在 で、都市三木 を構成す る
一部 の検地帳 であ りなが ら、宝蔵 とは断絶 して保管 ・使用 される検地帳で あ った。 以上 のよ う
な意味 において、三木 町では宝蔵 をあ くまで も中核 にお いた固有 の価値 序列 に基 づ い た文 書
「管理」 が見 られ るということがで きよう。
一30一
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、 日本 の近世都市 における住民統 合にっいて、従来具体的分析 の乏 しか った在方 町
や各地の城下町 を事例 として分析 し、 在方町の住民結合独 自の歴史的位置 および城下町 の住民
結合の地域的特質 と普遍的性格を確認 す るとともに、地域社会 の中での都市住民 の序列意識=
自己認識 を考究 した もので ある。序章 と3部12章 か ら構成 され、第1部 第3章 に 「付論」 を付
す。
序章 で は、本論文 の課題 を明示 し、基本概念 をなす 「住民結合」 と 「序列意識」 につ いて説
明を加 え た うえで、近世都市社会 に関す る従来 の研究 を住民結合 と在方町 に焦点 を当てて概観
す る。
第1部 「近世都市 の住民結合」 では、近世都市 における基礎 的団体 が町(ち ょう)で あ るこ
とは共通認 識 になって いるものの、 その実証研究 は三都(江 戸 ・大坂 ・京都)の よ うな巨大都
市 に偏 って いる現状への批判 か ら、制度 的には在方 に位置づ け られなが らも都市化 した場 であ
る在方 町 と地方城下 町を対象 に据 えて、 そ こでの住民結合の実 態を分析 し、 在方 町 と城下 町、
および城下 町相互 の比較 を行 ってい る。
第1章 「在方 町の住民結 合」 は宿駅 であ り地域の米穀流通 の結節点 で もあ った武州粕壁 の事
例研究 であ り、近世 後期 には村 と しての年貢納入組織で ある二 つの名主組 と 「四ケ町」 と称 す
る都市 的な 「町」結 合が重層的 に存在 していた ことを検出 し、 後者 は在郷町 ・宿場町 として諸
営業 が広汎 に展開す るようにな ったのに伴 い1820年 代 に顕 在化 し、名主 に対す る主体性 と 「町」
結合相互 の間での独 自性 を発揮 しつっ機能 していたことを指摘 してい る。
第2章 「都市 的住民結 合の存立条件」 では、前章で明 らかに した粕壁 における都市的住民結
合顕在化 の社 会的背景 を住民構成 の分析 か ら探求 して いる。
第3章 「在方町の惣 町的結 合」 は、奥州郡 山を事例 に、在方 町内部 の 「町」結合 が一っ の都
市全体 と して どの ようなま とまりを有 していたのか を祭礼組織 としての住民結合 に着 目 して検
討 した もので、 「町」結合 の自律性を基礎 と した 「町」相互 の統合性(都 市 の全体社会 の構成)
と対抗性 を見出だ し、 それ と行政 システム との関係 に論及 してい る。Fノ
第3章 付 論 「在方 町 にお ける 『町』結合 につ いて」で は、第1～3章 の小括 を行 い、在方町
の 「町」結 合 は都市 的な場 において住民 が自 ら創 り出 した共 同組織 であ り、三都 ・城下町 の町
に類似 してい る ものの、都市 の住民結合 として はいまだ形成途上 にあ り、未熟 な面 とそれ故 の
開放性 を備 えて いた、 とす る。
第4章 「城下町 にお ける住民結合」 は仙台 の大 町壱弐丁 目を事例 として分析 した もので、仙
台で は町の役人であ る検 断 ・年行仕 の下位 に 「町内」 とい う近世都市一般 にみ られ る町共同体
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的住民結 合が展 開 していた ことを検 出 し、 それを城下 町の町の諸類型 の中に位置づ ける ことを
試 み、 さらに在方 町の住民結合 との比較 を行 って いる。
第5章 「都市景観 と住民結合」 では、都市景観を町方 であ ることを視覚的 に示す装置 とみ る
観点 か ら、 町並景観 の整備 をめ ぐる領主 と都市 の住民結 合それぞれの志向性の関係 をい くつか
の城下 町の事例 に即 して検討 し、普遍性 と地域性 を抽出す る。
第2部 「近世都市 の序列意識」で は、近世都市 が一 っの団体 として どのような 自己認 識を持
ち、地域社会 の中で どのよ うに自己を位置づ けて いたか とい う問題を扱 う。
第1章 「在方町 の 『町』呼称 の変化 につ いて」で は、在方 町の呼称変化 の事 例を全国的 に概
観 し、「村」 とい う呼称 よりも 「町(ま ち)」 とい う呼称 の方 がよ り高 い価値を持 っ と認識 され
て いた ことを指摘す る。
第2章 「在方町 の 『町』呼称 と地域社会」で は、摂津 国守 口を事例 に在方町の 「町」呼 称 使
用 が どの よ うな意味 を持 って いたのかを地 域社会 との関係で考察 し、「町」 呼称 は地 域社 会 の
中で当該 の在方町 を差別化す る象徴 と して機能 していた ことを明 らか に してい る。
第3章 「在方町 の 『町』昇格」で は、 奥州郡 山が 「村」か ら 「町」への呼称変 更を求 めた運
動 を分析 し、 そ こに、 自己を村の上位 に位 置づけ、制度的 に城下 町に近似 させよ うとす る志 向
性 と城下 町 一在 方町 一村 という序列意識 が働 いていた ことを見出だ して いる。
第4章 「近世 城下町 にお ける町の序列」 は、都市 自体が一っの地 域社 会であ る大 藩の城下 町
仙 台を事例 と し、 そ こでの住民結合 は藩主 との距離 によって序列化 され、 その序列 は都市社会
が近世 的な意 味で維持 されてい くために不可欠 の もので あった こと、 また町役人 の序列 は町役
人 と町共 同体 との関係 と密接 に関わ っていた ことを指摘す る。
第5章 「近世 城下 町久保 田の都市空間 と町の序列」 で は、秋 田藩 の城下町久保田を取 り上 げ、
都市空 間論 の観点 か ら、 町人地 内部 の町屋敷規模や町並な ど空 間的実態 の階層性 と商業特権 と
の関 わ りを解析 す る。仙 台での事例 が制度的 な序列であ ったのに対 し、 ここで は社会 的序列 を
問題 に してい る。
第3部 「近世都市 の 自己認識 と文書 の 『管理』」で は、以上 にみて きた序列 意識 に も とつ く
近世都市 の 自己認識 を都市 としての存在証明 とな る文書 の 「管理」形態 とそれ に伴 う儀礼 を通
してよ り深 く観察 す ることを試 みる。
第1章 「近世都市 における文書 『管理 』儀礼 と由緒」 は戦国期城下町 の系譜 を引 く在方町で
あ る播州三木 の事例研究 であ り、「地子免許 の町方」 とい う 「創 られた伝統 」 の生 成 と再 編 の
過程 を、地子免許 の証拠 となる秀吉高札そ の他の文書 を保管す る宝蔵 の建 設 とその管理 儀礼 、
お よび 「伝統」 の記録化 などを通 して考 察 し、 それは周辺農村や他 の在方町 と異 な る 「地子 免
許 の町方」 とい う自己認識 の顕在化 と表 裏の関係 をな していた、 とす る。
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第2章 「近世都市 の存在証 明文書 と文書 『管理』」 も同 じく三木 を事例 と した もので、 三 木
町の重層 的な行政制度 に照応 した町全体 の文書 「管理」 の構造 を分析 し、 それ は 「地子免許 の
町方」 と しての存在証 明文書 を保管す る宝蔵 を中核 と した固有 の価値序列 に もとつ く文書 「管
理」体系 であ った、 とす る。
以上 の研 究成果 は、史料 の博捜 と史料学 的な手法 を駆使 した綿密 な分析 によ って得 られた も
のであ り、近世都市社会 の研究 に新 たな地平 を拓 いて いるのみな らず、方法 的に も新機軸 を打
ち出 してお り、斯学 の発展 に寄与す ると ころ大な るものがあ る。
よ って、本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有す る もの と
認 め られ る。
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